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ArcGIS（ArcMap、ArcScene）の操作法 

― レーザーデータ処理 Google Earth まで ― 

 

自己流です 
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１． ArcMap を起動する。 

 

 

２． キャンセルをクリック 

 

３． ArcToolbox→3D Analyst ツール→変換→LAS データセットから変換→（LAS データ

セット→TIN）の順にクリック 
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４．図のように設定する。 

 

 

５．TIN の標高数値を区切りの良い数値にそろえる。←揃えなくても良いが気持ちの問

題。レイヤーをダブルクリック。 
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６．「分類」ボタンをクリックして次のように設定する。 

 
 

 
 

７．他のデータも TIN に変換する。 
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８．レイヤーダブルクリックして、次の画面で「インポート」ボタンをクリック。最初に区

切りの良い標高値に設定した TIN を選択する。 

 

 
 

９．すべて統一した標高にそろえる。←揃えなくても良いが気持ちの問題である。 

 
 

１０．全ての las ファイルを TIN に変換したら、全ての TIN をコントロールキーを押し

たままでクリックして、選択する。その後、右クリックしてコピーする。 

 
 



6 
 

１１．ArcScene を立ち上げて、ダイアログボックスで「キャンセル」をクリックする。 

 
 

１２．シーンレイヤーを右クリックして、先ほどコピーした TIN を貼り付ける。 
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１３．データの追加アイコンをクリックして、オルソ画像を追加する。 

 
 

 
 

１４．オルソ画像は、１度に複数選択、追加できる。 
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１５．TIN がかぶさって表示されるので、シーンレイヤーの TIN のチェックを外す。 

 
 

まだ、３D になっていない。 

 
 

１６．シーンレイヤーのオルソをダブルクリックする。 
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１７．基準高度タブで次のように設定する。カスタムの横の数値は鉛直方向の表示倍率で

ある。 

 
 

１８．残りのオルソも同じように設定すると、次のように３D 表示される。 
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１９．２D にするには、表示→ビューの設定 で次のように設定する。 

 
 

２０．GoogleEarth に表示する KML（KMZ は圧縮ファイル）を作成するには、ArcMap

で作成する。データの追加アイコンをクリックして、今度は ArcMap 側にオルソ画像を追

加する。座標系が定義されていないために警告が出るがそのまま進める。 

 
 

２１．ArcToolbox で、データ管理ツール→投影変換と座標変換→投影法の定義をダブルク

リックする。 
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２２．次のように座標系を選択する。 

 

 

２３．全てのオルソの座標系を設定したら、ArcToolbox で、変換ツール→KML へ変換→

（レイヤー→KML）をダブルクリックする。 

 
 

２４．次のように設定する。レイヤーの出力スケールは、半角の「1」を入力する。 

 

２５．全ての KML（KMZ）をダブルクリックすると、GoogleEarth に表示される。 

 


